B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　町田）　

	山（山域・ルート）

北アルプス：西穂高岳～奥穂高岳


【日時】１７年８月１７日（水）夜～２０（土）

【メンバー】町田、その他１（計２名）
【行動記録】

《１７日》沢渡市営２駐車場（仮眠）

《１８日》曇り後雨、上高地帝国ホテル08:00～西穂高山荘テン場10:40（泊）

《１９日》曇り時々小雨、03:00起床～テン場03:55～ジャンダルム山頂10:40～50～奥穂高岳山頂12:05～12:15～涸沢テン場14:45（泊）

《２０日》曇り時々晴れ、04:00起床～テン場06:30～河童橋12:00～12:30～上高地バスターミナル12:40

【装備・食料等】

· 共同装備－３人用テント１、中コッフェル１、ガスコンロ１、ボンベ２

携帯電話１、銀マット１、スリング２、テーピング１

☆ 個人装備－シュラフ１、シュラカバー１、エアマット１、雨具１、食器１、トイレペーパー１、ビニール袋３、手袋１、防寒着１、ヘッデン１、替電池１、救急用品１、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 共同食料－１８日夜パスタ、１９日朝肉そぼろロールパン、１９日夜ジフィーズドライカレー、２０日朝ジフィーズまぜご飯

· 行動食－１８・１９・２０日分と予備日１日分と非常食２食分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

始めに、天狗のコルで我々とすれ違った直後、天狗の頭付近から滑落したと予想される登山者のご冥福を祈りたい。彼がこの世で最期に言葉を交わしたのが我々だと思うと、何と言ったらよいか言葉は無く、心が震えてしまう。

１８日、西穂高テン場１番乗り、兎に角寝て翌日に備える・・とそこへプロガイドをやっている先輩から携帯にTEL、９／２～４「西穂～奥穂」登山教室、アシスタントをやって欲しいとの依頼、アルパインクライミングを教えて貰った先輩なので断り切れず応諾、同日参加予定の「大雲取谷」がとても心残り・・リーダーのＴさん御免なさい(T_T)。

１９日、過去２度本コースを経験しているので、独標までは暗くても大丈夫とヘッデン行動、昨夜結構降ったのでテントが濡れて重いなァ。西穂まで全く問題なし。その先、小雨で岩が濡れ、とても滑る。「逆層のスラブ」の先、濡れたスラブのトラバース２歩が今山行の核心だった。乾いていればフリクションの良く効く岩、しかし今回は・・。ジャンダルムのピークは霧雨の中、ロバの耳、馬の背も無事通過し、奥穂で一安心。雪渓の多い涸沢にまっしぐら。生ビールで乾杯。酒が飲めないのに高地で飲んだせいで、頭痛・吐き気と高山病に。

２０日、４時起床しても、今日が下山と思うと身体がスッキリとは動かない。ゆっくり行動・まったり歩きで上高地へ。

帰路昼食に立ち寄った松本市の「十字路」というレストランにて「信濃毎日新聞」に書かれた先の事故者のニュースを読み、暗澹たる気持ちに。同じルートを歩いた者として、決して他人事ではないと強く感じた。ひとつ間違えれば明日はわが身の出来事ともなりえるのだ。ザイルを使わない縦走には、落ちても止めてくれるビレーヤーはどこにもいない。

今後、更に安全に注意し、山登りを続けて行こうと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
